
紀　要

は
じ
め
に

　
富
士
市
教
育
委
員
会
は
、平
成
二
十
七
年
度
に
『
六
所
家
総
合
調
査
報
告
書
　
古
文
書
②
』

（
以
下
、『
古
文
書
②
』
と
表
記
）
を
刊
行
し
た
。『
古
文
書
②
』
で
は
、
戦
国
期
の
雪
山
こ

と
頼
恵
か
ら
江
戸
末
期
の
蘂
雄
ま
で
の
東
泉
院
歴
代
住
持
二
十
一
名
の
経
歴
と
事
跡
を
ま
と

め
た
「
富
士
山
東
泉
院
歴
代
住
持
一
覧
表
」
を
掲
載
し
て
い
る
。
こ
の
一
覧
表
は
、主
に
「
東

泉
院
代
々
先
師
出
処
等
」、「
東
泉
院
代
々
記
録
」、「
冨
士
五
社
惣
別
当
東
泉
院
代
々
住
持
帳
」

な
ど
の
近
世
に
作
成
さ
れ
た
住
持
帳
（
以
下
、
近
世
住
持
帳
と
総
称
）
を
参
照
し
て
ま
と
め

た
も
の
で
あ
る
（
１
）
。
こ
れ
ら
の
近
世
住
持
帳
は
、
そ
の
内
容
が
ほ
ぼ
共
通
し
て
い
る
こ
と
、

さ
ら
に
「
東
泉
院
代
々
記
録
」
に
は
東
泉
院
住
持
光
盛
と
隠
居
圓
成
の
署
名
が
み
え
る
こ
と

か
ら
、
当
時
の
東
泉
院
に
よ
る
公
式
見
解
を
提
示
し
た
も
の
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。
と
こ
ろ

が
、
東
泉
院
に
関
連
す
る
中
世
文
書
や
近
世
の
由
緒
書
を
子
細
に
み
て
み
る
と
、
快
印
以
前
、

特
に
十
六
世
紀
の
東
泉
院
住
持
の
変
遷
が
近
世
住
持
帳
の
記
述
と
は
大
き
く
異
な
る
こ
と
に

気
づ
く
。
そ
こ
で
、
本
稿
で
は
「
富
士
山
東
泉
院
歴
代
住
持
一
覧
表
」
の
補
論
と
し
て
、
快

印
以
前
の
東
泉
院
住
持
の
変
遷
を
検
討
す
る
。
そ
れ
に
よ
り
、
近
世
東
泉
院
の
公
式
見
解
と

は
異
な
る
十
六
世
紀
に
お
け
る
東
泉
院
の
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
試
み
た
い
。

　
な
お
、
東
泉
院
は
駿
河
国
富
士
郡
下
方
の
浅
間
五
社
（
富
知
六
所
浅
間
神
社
・
日
吉
浅
間

神
社
・
入
山
瀬
浅
間
神
社
・
今
宮
浅
間
神
社
・
滝
川
神
社
）
を
管
理
す
る
別
当
寺
で
あ
っ
た

こ
と
か
ら
、
東
泉
院
住
持
は
「
下
方
五
社
別
当
職
」
と
も
呼
ば
れ
て
い
た
。
し
た
が
っ
て
、

本
稿
で
は
「
東
泉
院
住
持
＝
下
方
五
社
別
当
」
と
い
う
認
識
を
前
提
に
し
て
い
る
こ
と
を
最

初
に
お
断
り
し
て
お
く
。

一

　由
緒
書
に
み
る
東
泉
院
の
開
祖
と
頼
尊

　
ま
ず
、
近
世
に
作
成
さ
れ
た
由
緒
書
に
記
さ
れ
て
い
る
東
泉
院
創
建
期
の
住
持
の
変
遷
を

み
て
み
た
い
。
以
下
に
史
料
を
掲
げ
る
。

Ａ
圓
成
・
光
盛
執
筆
「
宝
永
七
年
（
一
七
一
〇
）
東
泉
院
代
々
記
録
」
（
２
）

　 （
前
略
）
当
寺
富
士
山
大
縁
起
云
、
般
若
山
南
脚
下
建
立
浄
土
院
、
奉
安
置
五
智
諸
尊
、

堂 

僧
新
山
五
社
惣
別
当
妙
行
ニ
此
文
相
伝
云
云
、

　 

爾
者
富
士
山
縁
起
者
、
自
金
　
上
人
妙
行
エ
相
伝
ス
ト
見
エ
タ
リ
、
当
寺
最
初
名
浄
土
院

歟
、
又
以
妙
行
為
開
基
歟
、
未
決
具
見
縁
起
矣
、

一 

当
寺
本
尊
五
大
尊
者
、
承
和
年
中
嵯
峨
天
皇
御
寄
附
云
云
、
富
士
・
愛
鷹
両
山
惣
別
当
代
々

相
伝
、
自
妙
行
頼
尊
大
僧
正
エ
相
伝
ス
ト
見
エ
タ
リ
、
具
縁
起
ニ
見
タ
リ
、（
以
下
略
）

Ｂ
「
文
政
四
年
（
一
八
二
一
）〔
東
泉
院
由
緒
書
〕」
（
３
）

　
富
士
山
東
泉
院
興
法
寺
ハ
者
、
最
初
号
ス
二

浄
土
院
ト
一

也
、
開
闢
ノ
之
祖
ハ
者
、
金
　

上
人
ナ
リ
也
、
相
続
テ
ノ
妙
行
ハ
従
リ
二

中
華
一

来
朝
ノ
之
僧
ナ
リ
也
、
属
二

席
ヲ
於
頼
尊

ニ
一

、
而

復
タ
帰
ル
ト
二

中
華
ニ
一

云
云
（
以
下
略
）

　　
右
の
史
料
に
は
、
東
泉
院
が
当
初
「
浄
土
院
」
と
い
う
寺
号
で
「
金

上
人
」
に
よ
っ
て

創
建
さ
れ
、
そ
の
後
、
金

か
ら
中
国
大
陸
出
身
の
「
妙
行
」、
さ
ら
に
「
頼
尊
」
へ
と
相

伝
さ
れ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
近
世
の
由
緒
書
の
な
か
で
は
「
金

↓
妙

行
↓
頼
尊
」
と
い
う
開
祖
か
ら
三
代
ま
で
の
東
泉
院
住
持
の
変
遷
の
認
識
が
あ
っ
た
よ
う
で

あ
る
。

山
本 

倫
弘

　

快
印
以
前
の
東
泉
院
住
持
の
変
遷

　―
武
田
氏
の
駿
河
支
配
の
影
響
―



４-（2）快印以前の東泉院住持の変遷（山本）

　
で
は
、
こ
の
認
識
は
い
つ
ま
で
遡
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
Ａ
で
引
用
さ
れ
て

い
る
「
富
士
山
大
縁
起
」
は
、
東
泉
院
に
は
複
数
伝
来
し
て
お
り
、
そ
の
う
ち
最
も
古
い
の

が
、永
禄
三
年
（
一
五
六
〇
）
十
一
月
に
「
富
士
愛
鷹
両
山
惣
別
当
権
大
僧
都
頼
恵
」
に
よ
っ

て
書
写
さ
れ
た
「
富
士
山
大
縁
起
」
で
あ
る
（
４
）
。
そ
こ
に
金

上
人
か
ら
妙
行
へ
の
相
伝

の
記
述
が
み
え
る
こ
と
か
ら
、
十
六
世
紀
後
半
に
は
既
に
東
泉
院
創
建
に
関
す
る
一
定
の
認

識
が
成
立
し
て
お
り
、
近
世
以
降
も
引
き
継
が
れ
て
い
っ
た
こ
と
が
窺
え
る
。

　
と
は
い
え
縁
起
資
料
の
性
格
上
、
そ
の
記
述
の
全
て
が
史
実
と
は
限
ら
な
い
し
、「
金

」・

「
妙
行
」
に
つ
い
て
も
他
の
史
料
か
ら
確
認
で
き
な
い
（
５
）
。
し
か
し
東
泉
院
の
前
身
で
あ

る
浄
土
院
を
継
承
し
た
と
さ
れ
る
頼
尊
に
つ
い
て
は
、
十
九
世
紀
に
執
筆
さ
れ
た
地
誌
『
駿

河
国
新
風
土
記
』
の
な
か
で
紹
介
さ
れ
て
い
る
（
６
）
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
頼
尊
が
富
士
山
本

宮
浅
間
大
社
の
大
宮
司
富
士
直
時
の
従
弟
で
あ
る
こ
と
、
ま
た
文
保
年
間
（
一
三
一
七
〜

一
九
）
に
活
動
し
た
村
山
三
坊
（
＝
村
山
修
験
の
拠
点
富
士
山
興
法
寺
を
管
理
す
る
大
鏡
坊
・

池
西
坊
・
辻
之
坊
の
総
称
）
に
所
属
す
る
山
伏
で
あ
っ
た
こ
と
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
こ

か
ら
、
頼
尊
は
金

や
妙
行
と
は
異
な
り
、
実
在
し
た
可
能
性
が
高
い
人
物
と
い
え
そ
う
で

あ
る
。
さ
ら
に
、
頼
尊
は
東
泉
院
の
関
係
者
と
し
て
だ
け
で
は
な
く
、
富
士
市
中
里
に
あ
っ

た
須
津
八
幡
宮
別
当
多
門
坊
の
開
祖
と
し
て
も
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
十
四
世

紀
初
頭
に
、
村
山
三
坊
を
拠
点
と
す
る
山
伏
頼
尊
が
、
東
泉
院
や
多
門
坊
の
創
建
に
あ
た
っ

て
何
ら
か
の
形
で
関
わ
っ
て
い
た
と
み
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。

二

　十
六
世
紀
の
東
泉
院
住
持

　
十
四
世
紀
の
頼
尊
か
ら
十
六
世
紀
の
雪
山
こ
と
頼
恵
ま
で
の
約
二
百
年
間
の
東
泉
院
住
持

は
、
同
時
代
史
料
が
な
く
具
体
的
な
こ
と
は
不
明
で
あ
る
。
し
か
し
十
六
世
紀
の
頼
恵
前
後

の
代
か
ら
快
印
ま
で
の
東
泉
院
住
持
の
変
遷
は
、『
六
所
家
総
合
調
査
報
告
書
　
古
文
書
①
』

掲
載
の
中
世
文
書
に
よ
っ
て
断
片
的
で
は
あ
る
が
追
う
こ
と
が
で
き
る
（
７
）
。

（
１
）
長
恵

　「
天
文
十
六
年
（
一
五
四
七
）
八
月
十
九
日
今
川
義
元
判
物
」
（
８
）

に
み
え
る
「
以
師（
マ
マ
）先

東

泉
院
長
恵
由
緒
、
五
社
別
当
職
所
宛
行
」
と
い
う
記
述
か
ら
「
東
泉
院
長
恵
」
の
存
在
が
確

認
で
き
る
。
こ
の
判
物
は
、
頼
恵
の
こ
と
を
指
す
と
考
え
ら
れ
る
「
大
納
言
」
宛
に
下
方
五

社
別
当
職
を
安
堵
し
た
も
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
頼
恵
と
長
恵
の
間
に
は
、「
長
恵
（
師
）

―
頼
恵
（
弟
子
）」
と
い
う
師
弟
関
係
が
あ
っ
た
こ
と
が
推
測
で
き
る
。
こ
の
こ
と
は
、
両

者
の
名
前
に
共
通
し
て
「
恵
」
と
い
う
字
が
み
え
る
こ
と
か
ら
も
裏
付
け
ら
れ
る
。
し
か
し

長
恵
に
つ
い
て
判
明
す
る
の
は
、
頼
恵
の
師
で
あ
り
下
方
五
社
別
当
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ

る
こ
と
の
み
で
、
そ
れ
以
外
の
こ
と
は
不
詳
で
あ
る
。

（
２
）
雪
山
＝
頼
恵
・
大
納
言

　
雪
山
こ
と
頼
恵
は
、「
東
泉
院
代
々
先
師
出
処
等
」
に
「
当
院
一
代
雪
山
当
国
村
山
之
人
」、

ま
た
「
中
古
以
来
代
々
霊
簿
」
（
９
）

に
は
「
中
興
大
納
言
入
道
雪
山
」
と
記
さ
れ
る
な
ど
、

近
世
の
東
泉
院
の
な
か
で
中
興
の
祖
と
し
て
重
要
視
さ
れ
て
い
る
。
以
下
、
そ
の
出
自
と
活

動
を
関
連
史
料
か
ら
検
討
し
て
い
き
た
い
。

①
　
出
自

　
Ａ
「
永
禄
元
年
（
一
五
五
八
）
十
二
月
十
七
日
今
川
氏
真
朱
印
状
」
（
10
）

に
「
一
乱
前
後

為
荒
野
之
処
、
東
泉
院
父
大
鏡
坊
切
発
」
と
あ
り
、
天
文
六
年
（
一
五
三
七
）
に
起
き
た
河

東
一
乱
前
後
に
「
東
泉
院
父
大
鏡
坊
」
と
い
う
人
物
が
存
在
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。
さ
ら
に

Ｂ
「
永
禄
二
年
（
一
五
五
九
）
四
月
十
四
日
今
川
氏
真
判
物
」
（
11
）

に
は
、「
去
巳
年
増
分
、

可
為
如
父
頼
秀
時
事
」
や
「
親
子
無
二
忠
節
」
な
ど
の
記
述
が
あ
る
。
Ａ
・
Ｂ
の
記
述
を
総

合
す
る
と
、「
東
泉
院
父
大
鏡
坊
頼
秀
」
の
存
在
が
明
ら
か
に
な
る
。

　
そ
し
て
、
Ａ
・
Ｂ
の
宛
所
の
「
東
泉
院
」
と
は
、
永
禄
三
年
（
一
五
六
〇
）
に
「
富
士
山

大
縁
起
」
が
頼
恵
に
よ
っ
て
書
写
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
頼
恵
の
こ
と
を
指
し
て
い
る
と

い
え
る
。
す
る
と
、
大
鏡
坊
頼
秀
と
東
泉
院
住
持
頼
恵
の
関
係
は
、「
大
鏡
坊
頼
秀
（
父
）

―
頼
恵
（
子
）」
と
考
え
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。「
大
鏡
坊
」
と
は
富
士
山
興
法
寺
を
管
理
し
て

い
た
村
山
三
坊
の
一
つ
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
村
山
三
坊
と
縁
の
深
い
頼
尊
・
頼
秀
・
頼
恵
、

さ
ら
に
後
述
す
る
頼
弁
の
四
名
が
東
泉
院
住
持
や
関
係
者
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
以
上

の
こ
と
か
ら
、
既
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
十
四
世
紀
か
ら
十
六
世
紀
の
東
泉
院
が
村

山
修
験
の
拠
点
で
あ
る
富
士
山
興
法
寺
の
勢
力
下
に
あ
る
修
験
寺
院
で
あ
っ
た
こ
と
が
改
め

紀　要

て
確
認
で
き
る
（
12
）
。

　
一
方
で
、
頼
秀
と
頼
恵
を
父
子
で
は
な
く
、
兄
弟
と
し
て
伝
え
る
史
料
も
存
在
す
る
。
東

京
大
学
史
料
編
纂
所
謄
写
本
「
葛
山
系
譜
」
で
は
、「
雪
山
」（
＝
頼
恵
）
を
頼
秀
の
弟
と
し

て
い
る
（
13
）
。
し
か
し
当
史
料
は
後
世
に
作
成
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
記
録
で
あ
る
こ
と
か

ら
（
14
）
、
頼
恵
と
同
時
代
に
作
成
さ
れ
た
中
世
文
書
と
比
べ
、
そ
の
内
容
の
信
憑
性
は
低
い

よ
う
に
思
わ
れ
る
。
や
は
り
頼
秀
・
頼
恵
は
、
兄
弟
で
は
な
く
親
子
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ

う
。

②
　「
富
士
山
大
縁
起
」
の
発
見
と
書
写

　
天
文
十
五
年
（
一
五
四
六
）、「
富
士
愛
鷹
両
山
惣
別
当
権
大
僧
都
頼
恵
」
は
「
別
当
代
頼

秀
」
と
と
も
に
東
泉
院
内
の
五
大
尊
の
宮
殿
で
縁
起
本
を
発
見
し
、永
禄
三
年
（
一
五
六
〇
）

に
「
富
士
山
大
縁
起
」
と
し
て
書
写
し
て
い
る
（
15
）
。
な
お
「
別
当
代
頼
秀
」
に
つ
い
て
は

不
詳
で
あ
る
。

③
　
今
川
氏
真
の
使
者
と
し
て
の
活
動

　「
永
禄
十
二
年
（
一
五
六
九
）
五
月
二
十
一
日
今
川
氏
真
判
物
」
（
16
）

に
よ
る
と
、
今
川

氏
真
は
使
者
と
し
て
越
後
国
へ
赴
い
た
こ
と
の
恩
賞
と
し
て
、「
東
泉
院
」
す
な
わ
ち
当
時

の
住
持
頼
恵
に
「（
村
山
）
辻
坊
分
葛
山
采
女
正
跡
職
一
円
」
と
「
室
六
道
之
関
」
を
与
え

て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
今
川
氏
真
と
頼
恵
の
間
に
強
い
信
頼
関
係
が
あ
っ
た
こ
と
が
窺

え
る
。

　
こ
の
判
物
で
注
目
す
べ
き
点
は
、
永
禄
十
二
年
五
月
二
十
一
日
と
い
う
発
給
さ
れ
た
日
付

で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
今
川
氏
真
は
、
そ
の
前
年
か
ら
武
田
晴
信
（
＝
信
玄
）
に
よ
っ
て
駿
府

を
攻
め
ら
れ
遠
江
懸
川
城
に
籠
城
す
る
こ
と
に
な
り
、
さ
ら
に
徳
川
家
康
の
遠
江
侵
攻
を
受

け
て
、
翌
年
の
永
禄
十
二
年
五
月
六
日
に
は
懸
川
城
を
開
城
し
、
北
条
氏
の
庇
護
下
に
入
っ

て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
一
連
の
経
過
に
よ
っ
て
、
戦
国
大
名
と
し
て
の
今
川
氏
が
滅
亡

し
た
と
す
る
見
解
も
あ
る
。
し
か
し
、
実
際
に
は
永
禄
十
二
年
（
一
五
六
九
）
五
月
六
日
か

ら
元
亀
二
年
（
一
五
七
一
）
十
二
月
の
北
条
氏
政
と
武
田
晴
信
の
間
で
同
盟
（
＝
「
甲
相

一
和
」）
が
結
ば
れ
、
氏
真
が
北
条
氏
の
も
と
か
ら
放
逐
さ
れ
る
ま
で
の
約
二
年
間
、
氏
真

は
寺
社
や
家
臣
に
対
し
安
堵
や
所
領
宛
行
の
文
書
を
発
給
し
て
い
た
の
で
あ
る
（
17
）
。
し
た

が
っ
て
こ
の
判
物
は
、
氏
真
が
北
条
氏
の
庇
護
下
に
入
っ
た
直
後
の
今
川
氏
と
東
泉
院
住
持

頼
恵
の
関
係
を
示
す
貴
重
な
事
例
の
一
つ
と
い
え
る
。

　
今
川
氏
真
は
、
永
禄
十
二
年
以
前
か
ら
武
田
対
策
と
し
て
武
田
氏
と
対
立
す
る
越
後
の
上

杉
謙
信
と
頻
繁
に
使
を
通
じ
て
交
流
し
て
い
た
（
18
）
。
そ
し
て
、
頼
恵
も
ま
た
使
者
と
し
て

今
川
氏
の
政
治
・
渉
外
活
動
の
一
翼
を
担
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
こ
う
し
た
頼
恵
と
今
川
氏
の
結
び
つ
き
は
、
東
泉
院
が
駿
河
国
内
で
活
動
す
る
う
え
で
有

利
に
働
い
て
い
た
に
違
い
な
い
。
し
か
し
、
そ
れ
は
戦
国
大
名
今
川
氏
の
領
国
支
配
が
安
定

し
て
い
る
こ
と
を
前
提
に
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
れ
ゆ
え
、
今
川
氏
真
が
北
条
氏
の
庇
護

下
に
入
っ
た
永
禄
十
二
年
五
月
を
境
に
、
頼
恵
の
東
泉
院
住
持
と
し
て
の
立
場
も
揺
ら
ぐ
こ

と
に
な
る
の
で
あ
る
。

（
３
）
久
能
寺
快
円
・
妙
楽
坊
　
―
武
田
支
配
時
代
―

　「
は
じ
め
」
に
で
述
べ
た
よ
う
に
東
泉
院
に
関
連
す
る
中
世
文
書
と
近
世
住
持
帳
の
内
容

を
比
較
す
る
と
、
近
世
住
持
帳
の
大
き
な
特
徴
が
判
明
す
る
。
そ
の
特
徴
と
は
、
近
世
住
持

帳
に
は
、
戦
国
大
名
武
田
氏
に
よ
る
駿
河
支
配
時
代
（
以
下
、「
武
田
支
配
時
代
」
と
表
記
）、

す
な
わ
ち
永
禄
十
一
年
（
一
五
六
八
）
十
二
月
か
ら
天
正
一
〇
年
（
一
五
八
二
）
三
月
ま
で

の
期
間
の
記
述
が
欠
落
し
て
い
る
点
で
あ
る
（
19
）
。

　
武
田
支
配
時
代
の
東
泉
院
の
様
子
を
伝
え
る
史
料
は
、
次
の
三
点
で
あ
る
。

①
　「
永
禄
十
三
年
（
一
五
七
〇
）
一
月
二
十
八
日
武
田
晴
信
書
状
」
（
20
）

　
こ
の
な
か
で
、
当
時
駿
河
に
侵
攻
し
て
い
た
武
田
晴
信
は
、「
重
而
可
有
補
任
富
士
六
所

之
別
当
職
候
」
と
述
べ
て
、
東
泉
院
が
支
配
し
て
い
た
下
方
五
社
の
一
つ
富
知
六
所
浅
間
神

社
の
別
当
職
の
補
任
権
を
駿
河
国
久
能
山
の
久
能
寺
に
与
え
る
こ
と
を
伝
え
て
い
る
。
そ
の

宛
所
に
は
「
久
能
寺
几
下
」
と
し
か
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
天
文
十
八
年
（
一
五
四
九
）
九

月
十
日
に
発
給
さ
れ
た
久
能
寺
院
主
御
坊
宛
の
「
今
川
義
元
判
物
」
（
21
）

に
「
当
院
主
快
円
」

と
あ
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
①
の
書
状
は
久
能
寺
院
主
快
円
に
宛
て
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

た
だ
し
、
こ
の
書
状
か
ら
判
明
す
る
の
は
富
知
六
所
浅
間
神
社
別
当
職
の
補
任
権
が
快
円
に

与
え
ら
れ
た
事
実
の
み
で
あ
り
、
こ
れ
を
唯
一
の
根
拠
に
し
て
久
能
寺
快
円
が
東
泉
院
住
持

と
な
っ
た
と
判
断
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
こ
の
書
状
か
ら
確
実
に
指
摘
で
き
る
の
は
、
永

禄
十
三
年
に
武
田
氏
の
介
入
に
よ
っ
て
、
東
泉
院
が
久
能
寺
の
影
響
下
に
入
っ
た
と
い
う
点



紀　要

て
確
認
で
き
る
（
12
）
。

　
一
方
で
、
頼
秀
と
頼
恵
を
父
子
で
は
な
く
、
兄
弟
と
し
て
伝
え
る
史
料
も
存
在
す
る
。
東

京
大
学
史
料
編
纂
所
謄
写
本
「
葛
山
系
譜
」
で
は
、「
雪
山
」（
＝
頼
恵
）
を
頼
秀
の
弟
と
し

て
い
る
（
13
）
。
し
か
し
当
史
料
は
後
世
に
作
成
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
記
録
で
あ
る
こ
と
か

ら
（
14
）
、
頼
恵
と
同
時
代
に
作
成
さ
れ
た
中
世
文
書
と
比
べ
、
そ
の
内
容
の
信
憑
性
は
低
い

よ
う
に
思
わ
れ
る
。
や
は
り
頼
秀
・
頼
恵
は
、
兄
弟
で
は
な
く
親
子
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ

う
。

②
　「
富
士
山
大
縁
起
」
の
発
見
と
書
写

　
天
文
十
五
年
（
一
五
四
六
）、「
富
士
愛
鷹
両
山
惣
別
当
権
大
僧
都
頼
恵
」
は
「
別
当
代
頼

秀
」
と
と
も
に
東
泉
院
内
の
五
大
尊
の
宮
殿
で
縁
起
本
を
発
見
し
、永
禄
三
年
（
一
五
六
〇
）

に
「
富
士
山
大
縁
起
」
と
し
て
書
写
し
て
い
る
（
15
）
。
な
お
「
別
当
代
頼
秀
」
に
つ
い
て
は

不
詳
で
あ
る
。

③
　
今
川
氏
真
の
使
者
と
し
て
の
活
動

　「
永
禄
十
二
年
（
一
五
六
九
）
五
月
二
十
一
日
今
川
氏
真
判
物
」
（
16
）

に
よ
る
と
、
今
川

氏
真
は
使
者
と
し
て
越
後
国
へ
赴
い
た
こ
と
の
恩
賞
と
し
て
、「
東
泉
院
」
す
な
わ
ち
当
時

の
住
持
頼
恵
に
「（
村
山
）
辻
坊
分
葛
山
采
女
正
跡
職
一
円
」
と
「
室
六
道
之
関
」
を
与
え

て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
今
川
氏
真
と
頼
恵
の
間
に
強
い
信
頼
関
係
が
あ
っ
た
こ
と
が
窺

え
る
。

　
こ
の
判
物
で
注
目
す
べ
き
点
は
、
永
禄
十
二
年
五
月
二
十
一
日
と
い
う
発
給
さ
れ
た
日
付

で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
今
川
氏
真
は
、
そ
の
前
年
か
ら
武
田
晴
信
（
＝
信
玄
）
に
よ
っ
て
駿
府

を
攻
め
ら
れ
遠
江
懸
川
城
に
籠
城
す
る
こ
と
に
な
り
、
さ
ら
に
徳
川
家
康
の
遠
江
侵
攻
を
受

け
て
、
翌
年
の
永
禄
十
二
年
五
月
六
日
に
は
懸
川
城
を
開
城
し
、
北
条
氏
の
庇
護
下
に
入
っ

て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
一
連
の
経
過
に
よ
っ
て
、
戦
国
大
名
と
し
て
の
今
川
氏
が
滅
亡

し
た
と
す
る
見
解
も
あ
る
。
し
か
し
、
実
際
に
は
永
禄
十
二
年
（
一
五
六
九
）
五
月
六
日
か

ら
元
亀
二
年
（
一
五
七
一
）
十
二
月
の
北
条
氏
政
と
武
田
晴
信
の
間
で
同
盟
（
＝
「
甲
相

一
和
」）
が
結
ば
れ
、
氏
真
が
北
条
氏
の
も
と
か
ら
放
逐
さ
れ
る
ま
で
の
約
二
年
間
、
氏
真

は
寺
社
や
家
臣
に
対
し
安
堵
や
所
領
宛
行
の
文
書
を
発
給
し
て
い
た
の
で
あ
る
（
17
）
。
し
た

が
っ
て
こ
の
判
物
は
、
氏
真
が
北
条
氏
の
庇
護
下
に
入
っ
た
直
後
の
今
川
氏
と
東
泉
院
住
持

頼
恵
の
関
係
を
示
す
貴
重
な
事
例
の
一
つ
と
い
え
る
。

　
今
川
氏
真
は
、
永
禄
十
二
年
以
前
か
ら
武
田
対
策
と
し
て
武
田
氏
と
対
立
す
る
越
後
の
上

杉
謙
信
と
頻
繁
に
使
を
通
じ
て
交
流
し
て
い
た
（
18
）
。
そ
し
て
、
頼
恵
も
ま
た
使
者
と
し
て

今
川
氏
の
政
治
・
渉
外
活
動
の
一
翼
を
担
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
こ
う
し
た
頼
恵
と
今
川
氏
の
結
び
つ
き
は
、
東
泉
院
が
駿
河
国
内
で
活
動
す
る
う
え
で
有

利
に
働
い
て
い
た
に
違
い
な
い
。
し
か
し
、
そ
れ
は
戦
国
大
名
今
川
氏
の
領
国
支
配
が
安
定

し
て
い
る
こ
と
を
前
提
に
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
れ
ゆ
え
、
今
川
氏
真
が
北
条
氏
の
庇
護

下
に
入
っ
た
永
禄
十
二
年
五
月
を
境
に
、
頼
恵
の
東
泉
院
住
持
と
し
て
の
立
場
も
揺
ら
ぐ
こ

と
に
な
る
の
で
あ
る
。

（
３
）
久
能
寺
快
円
・
妙
楽
坊
　
―
武
田
支
配
時
代
―

　「
は
じ
め
」
に
で
述
べ
た
よ
う
に
東
泉
院
に
関
連
す
る
中
世
文
書
と
近
世
住
持
帳
の
内
容

を
比
較
す
る
と
、
近
世
住
持
帳
の
大
き
な
特
徴
が
判
明
す
る
。
そ
の
特
徴
と
は
、
近
世
住
持

帳
に
は
、
戦
国
大
名
武
田
氏
に
よ
る
駿
河
支
配
時
代
（
以
下
、「
武
田
支
配
時
代
」
と
表
記
）、

す
な
わ
ち
永
禄
十
一
年
（
一
五
六
八
）
十
二
月
か
ら
天
正
一
〇
年
（
一
五
八
二
）
三
月
ま
で

の
期
間
の
記
述
が
欠
落
し
て
い
る
点
で
あ
る
（
19
）
。

　
武
田
支
配
時
代
の
東
泉
院
の
様
子
を
伝
え
る
史
料
は
、
次
の
三
点
で
あ
る
。

①
　「
永
禄
十
三
年
（
一
五
七
〇
）
一
月
二
十
八
日
武
田
晴
信
書
状
」
（
20
）

　
こ
の
な
か
で
、
当
時
駿
河
に
侵
攻
し
て
い
た
武
田
晴
信
は
、「
重
而
可
有
補
任
富
士
六
所

之
別
当
職
候
」
と
述
べ
て
、
東
泉
院
が
支
配
し
て
い
た
下
方
五
社
の
一
つ
富
知
六
所
浅
間
神

社
の
別
当
職
の
補
任
権
を
駿
河
国
久
能
山
の
久
能
寺
に
与
え
る
こ
と
を
伝
え
て
い
る
。
そ
の

宛
所
に
は
「
久
能
寺
几
下
」
と
し
か
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
天
文
十
八
年
（
一
五
四
九
）
九

月
十
日
に
発
給
さ
れ
た
久
能
寺
院
主
御
坊
宛
の
「
今
川
義
元
判
物
」
（
21
）

に
「
当
院
主
快
円
」

と
あ
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
①
の
書
状
は
久
能
寺
院
主
快
円
に
宛
て
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

た
だ
し
、
こ
の
書
状
か
ら
判
明
す
る
の
は
富
知
六
所
浅
間
神
社
別
当
職
の
補
任
権
が
快
円
に

与
え
ら
れ
た
事
実
の
み
で
あ
り
、
こ
れ
を
唯
一
の
根
拠
に
し
て
久
能
寺
快
円
が
東
泉
院
住
持

と
な
っ
た
と
判
断
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
こ
の
書
状
か
ら
確
実
に
指
摘
で
き
る
の
は
、
永

禄
十
三
年
に
武
田
氏
の
介
入
に
よ
っ
て
、
東
泉
院
が
久
能
寺
の
影
響
下
に
入
っ
た
と
い
う
点



４-（2）快印以前の東泉院住持の変遷（山本）

で
あ
る
。

②
　「
元
亀
三
年
（
一
五
七
二
）
六
月
十
日
武
田
家
朱
印
状
」
（
22
）

　
こ
れ
は
、
武
田
家
が
東
泉
院
の
所
領
な
ど
を
安
堵
し
た
朱
印
状
で
、
元
亀
二
年

（
一
五
七
一
）
十
二
月
に
武
田
・
北
条
の
間
で
同
盟
（
＝
「
甲
相
一
和
」）
が
結
ば
れ
、
駿
河

国
が
武
田
家
の
領
国
と
な
っ
た
の
を
機
に
発
給
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
宛
所
に
は
「
東

泉
院
当
住
妙
楽
坊
」
と
あ
る
。
ま
た
本
文
に
は
「
於
于
東
泉
院
者
、
可
為
久
能
寺
之
末
寺
之

旨
、
被
相
定
候
之
条
、
可
被
存
其
旨
候
也
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
と
き
、
東
泉
院
は
久

能
寺
の
末
寺
と
な
っ
て
お
り
、
久
能
寺
の
院
坊
の
一
つ
妙
楽
坊
が
東
泉
院
住
持
を
兼
任
し
て

い
た
の
で
あ
る
。

③
　「
天
正
三
年
（
一
五
七
五
）
二
月
二
十
一
日
武
田
勝
頼
判
物
」
（
23
）

　
天
正
元
年
（
一
五
七
三
）
に
亡
く
な
っ
た
武
田
信
玄
か
ら
家
督
を
継
い
だ
勝
頼
が
、
久
能

寺
妙
楽
坊
に
東
泉
院
領
を
安
堵
し
た
判
物
で
あ
る
。
本
文
に
「
駿
州
東
泉
院
并
寺
産
之
事
、

云
快
円
譲
、
云
先
印
判
之
文
、
被
拘
来
条
歴
然
之
間
、
於
自
今
以
後
も
弥
不
可
有
相
違
候
」

と
い
う
記
述
が
あ
る
。「
快
円
」
と
は
先
述
し
た
よ
う
に
久
能
寺
院
主
の
こ
と
で
あ
る
。
こ

こ
か
ら
、
快
円
が
一
時
的
に
東
泉
院
住
持
を
兼
任
し
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
こ
と
、
快
円
か

ら
妙
楽
坊
へ
と
久
能
寺
内
で
東
泉
院
住
持
職
が
譲
渡
さ
れ
て
い
た
こ
と
の
二
点
が
窺
え
る
。

　
こ
の
よ
う
に
永
禄
十
三
年
（
一
五
七
〇
）
か
ら
元
亀
三
年
（
一
五
七
二
）
の
二
年
間
に
、

東
泉
院
は
武
田
氏
の
介
入
に
よ
っ
て
久
能
寺
の
末
寺
と
な
り
、
そ
の
支
配
下
に
置
か
れ
る
こ

と
に
な
る
。
そ
の
結
果
、
久
能
寺
妙
楽
坊
が
東
泉
院
住
持
を
兼
任
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で

あ
る
。

　
右
の
検
討
に
よ
っ
て
、
近
世
住
持
帳
に
は
記
載
さ
れ
て
い
な
い
武
田
支
配
時
代
の
東
泉
院

住
持
の
動
向
を
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
た
。
そ
れ
で
は
、
な
ぜ
近
世
住
持
帳
で
は
当
該
期
の

記
述
が
欠
落
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
の
要
因
を
探
る
た
め
、
続
い
て
武
田
氏
の
駿
河

侵
攻
後
の
頼
恵
の
動
向
を
検
討
し
て
み
た
い
。

（
４
）
武
田
支
配
時
代
の
頼
恵
の
動
向
と
そ
の
後

　
永
禄
十
一
年
の
武
田
氏
に
よ
る
駿
河
侵
攻
以
降
も
、
頼
恵
は
今
川
氏
に
従
属
し
て
い
た
。

先
述
の
よ
う
に
、
永
禄
十
二
年
（
一
五
六
九
）
に
は
、
頼
恵
は
今
川
氏
真
の
使
者
と
し
て
活

動
し
て
い
た
。
さ
ら
に
今
川
氏
真
を
庇
護
し
て
い
た
北
条
氏
か
ら
も
、「
永
禄
十
二
年
十
一

月
十
三
日
北
条
氏
政
判
物
」
（
24
）

に
よ
っ
て
、
敵
で
あ
る
武
田
氏
に
通
じ
る
こ
と
の
な
い
頼

恵
の
今
川
氏
に
対
す
る
忠
信
を
賞
し
、
氏
真
が
没
落
す
る
以
前
と
同
様
に
東
泉
院
領
を
安
堵

す
る
こ
と
を
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
頼
恵
は
そ
の
実
態
は
別
と
し
て
、
少
な
く
と

も
今
川
氏
・
北
条
氏
に
よ
っ
て
発
給
さ
れ
た
文
書
の
上
で
は
、
武
田
氏
の
駿
河
侵
攻
後
も
一

貫
し
て
東
泉
院
住
持
の
立
場
に
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

　
一
方
で
、
前
田
利
久
氏
は
、
元
亀
二
年
に
駿
河
が
武
田
氏
の
領
国
と
な
っ
た
の
を
契
機
に
、

今
川
方
の
富
士
山
本
宮
浅
間
大
社
の
大
宮
司
な
ど
が
更
迭
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
頼
恵
も

東
泉
院
住
持
を
更
迭
さ
れ
た
可
能
性
を
指
摘
さ
れ
て
い
る
（
25
）
。
し
か
し
、
本
稿
で
は
後
述

す
る
よ
う
に
元
亀
二
年
以
降
も
頼
恵
が
活
動
し
て
お
り
、
の
ち
に
頼
恵
の
息
子
頼
弁
が
東
泉

院
住
持
と
な
っ
て
い
る
事
実
を
重
視
し
た
い
と
思
う
。
そ
の
点
を
勘
案
す
る
と
、
武
田
支
配

時
代
の
東
泉
院
に
は
、
従
来
の
村
山
修
験
の
系
譜
を
継
承
し
今
川
方
と
し
て
活
動
す
る
頼
恵

と
、
武
田
氏
の
介
入
に
よ
っ
て
新
た
に
東
泉
院
と
本
末
関
係
を
結
ぶ
こ
と
に
な
っ
た
久
能
寺

に
所
属
す
る
妙
楽
坊
の
二
つ
の
系
統
の
住
持
が
並
存
す
る
と
い
う
特
異
な
状
況
に
あ
っ
た
と

い
え
る
。

　
こ
の
よ
う
に
考
え
る
と
、
近
世
住
持
帳
と
現
存
す
る
中
世
文
書
の
内
容
に
違
い
が
生
じ
て

い
る
要
因
の
説
明
が
可
能
に
な
る
。
す
な
わ
ち
、
近
世
住
持
帳
に
、
武
田
支
配
時
代
の
武
田

方
の
住
持
快
円
・
妙
楽
坊
に
関
す
る
記
述
が
欠
落
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、
そ
の
執
筆
者

が
武
田
支
配
時
代
も
含
め
て
頼
恵
を
正
統
な
住
持
と
し
て
認
識
し
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
お

り
、
そ
れ
ゆ
え
に
快
円
・
妙
楽
坊
は
省
略
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
近
世
住
持

帳
は
、
東
泉
院
に
よ
っ
て
情
報
を
取
捨
選
択
し
な
が
ら
作
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
必
ず
し

も
正
確
な
史
実
の
叙
述
を
意
図
し
た
も
の
で
は
な
い
。

　
天
正
一
〇
年
（
一
五
八
二
）
三
月
に
武
田
氏
が
滅
亡
す
る
と
、
駿
河
国
は
徳
川
氏
の
領
国

と
な
り
、
そ
の
支
配
は
天
正
十
八
年
（
一
五
九
〇
）
の
徳
川
家
康
の
関
東
転
封
ま
で
続
く
。

当
該
期
に
お
け
る
東
泉
院
の
動
向
は
、
富
士
山
村
山
興
法
寺
辻
之
坊
の
支
配
権
を
め
ぐ
っ

て
、葛
山
与
右
兵
衛
尉
と
東
泉
院
が
徳
川
家
康
の
も
と
で
相
論
し
た
際
に
提
出
さ
れ
た
「〔
天

正
十
三
年
〕
四
月
二
十
七
日
葛
山
与
右
兵
衛
尉
陳
状
案
」
（
26
）

か
ら
窺
え
る
。
そ
れ
よ
る

と
、「
東
泉
院
」
は
天
正
一
〇
年
の
春
に
は
駿
河
国
に
お
り
、
同
年
六
月
十
二
日
か
ら
十
二

紀　要

月
二
十
八
日
ま
で
相
模
国
小
田
原
に
滞
在
し
、
翌
年
正
月
に
遠
江
国
浜
松
の
徳
川
家
康
の
も

と
へ
参
上
し
た
と
い
う
。
こ
こ
で
の
「
東
泉
院
」
と
は
、
同
史
料
上
に
今
川
氏
の
使
者
と
し

て
越
後
国
へ
赴
い
た
件
の
記
述
が
あ
り
、「
頼
恵
」
を
指
す
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
駿

河
国
の
戦
国
大
名
が
武
田
氏
か
ら
徳
川
氏
へ
と
交
替
し
た
の
を
契
機
に
、
頼
恵
は
徳
川
家
康

に
近
づ
き
、
天
正
十
三
年
（
一
五
八
五
）
に
は
東
泉
院
の
支
配
権
を
回
復
さ
せ
て
い
た
の
で

あ
る
。

（
５
）
頼
弁
＝
長
仁
・
大
納
言

　「〔
貞
享
二
年
（
一
六
八
五
）
以
前
〕
東
泉
院
由
緒
書
」
や
「
冨
士
五
社
惣
別
当
東
泉
院

代
々
住
持
帳
」
な
ど
の
近
世
住
持
帳
に
は
、
そ
の
時
期
は
記
さ
れ
て
い
な
い
も
の
の
、
頼
恵

が
息
子
の
「
大
納
言
」（
＝
頼
弁
）
に
住
持
職
を
譲
渡
し
た
と
す
る
記
述
が
あ
る
。
し
か
し
、

こ
れ
は
あ
く
ま
で
も
後
世
の
伝
承
で
あ
る
た
め
、
そ
の
内
容
を
鵜
呑
み
す
る
こ
と
は
で
き
な

い
。

　
一
方
で
、
同
時
代
史
料
上
で
の
頼
弁
の
初
見
は
、「〔
天
正
十
九
年
（
一
五
九
一
）〕
閏
正

月
二
日
稲
葉
重
執
書
状
」
で
あ
る
（
27
）
。
当
書
状
で
は
、
頼
恵
が
上
洛
し
豊
臣
秀
吉
と
謁
見

し
、以
前
の
よ
う
に
五
社
浅
間
社
領
が
安
堵
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
こ
と
を
「
東
泉
院
長
仁
」

（
＝
頼
弁
）
に
伝
え
て
い
る
。
天
正
十
九
年
当
時
、
頼
弁
が
東
泉
院
住
持
と
し
て
豊
臣
政
権

か
ら
確
実
に
認
識
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
当
文
書
で
注
目
す
べ
き
点
は
、
そ
の
前
年
の
天

正
十
八
年
（
一
五
九
〇
）
が
小
田
原
征
伐
に
よ
っ
て
北
条
氏
が
降
伏
し
、
豊
臣
秀
吉
が
全
国

統
一
を
達
成
し
た
年
に
あ
た
る
と
い
う
事
実
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
、
頼
恵
は
下
方
五
社
領
と

息
子
頼
弁
の
東
泉
院
住
持
の
立
場
を
安
定
的
に
確
保
す
る
た
め
に
、
当
時
の
政
治
動
向
を
巧

み
に
つ
か
み
、
全
国
統
一
が
実
現
し
た
時
期
に
上
洛
し
、
豊
臣
秀
吉
と
の
謁
見
を
実
現
さ
せ

た
の
で
あ
ろ
う
。

　
と
こ
ろ
が
、
慶
長
五
年
（
一
六
〇
〇
）
二
月
二
日
、
頼
弁
は
父
親
が
取
り
戻
し
た
「
東
泉

院
領
五
社
之
別
当
職
」（
＝
東
泉
院
住
持
職
）
を
久
能
寺
の
院
坊
の
一
つ
智
勝
坊
（
＝
快
印
）

に
「
八
木
（
＝
米
）
三
拾
壱
石
并
金
子
六
両
」
で
売
却
す
る
（
28
）
。
さ
ら
に
同
年
二
月
十
五

日
に
は
、
当
時
駿
河
国
を
支
配
し
て
い
た
豊
臣
系
大
名
中
村
一
氏
の
家
老
横
田
村
詮
か
ら
東

泉
院
領
百
九
十
石
の
支
配
を
安
堵
す
る
朱
印
状
が
智
勝
坊
宛
に
発
給
さ
れ
て
い
る
（
29
）
。
そ

れ
に
よ
り
、
武
田
支
配
時
代
の
妙
楽
坊
以
来
と
な
る
久
能
寺
出
身
の
東
泉
院
住
持
が
復
活
す

る
。
そ
し
て
、
そ
の
後
は
江
戸
期
か
ら
明
治
維
新
期
の
廃
寺
ま
で
、
駿
河
建
穂
寺
・
江
戸
神

田
橋
護
持
院
・
高
野
山
な
ど
の
有
力
な
真
言
寺
院
出
身
の
住
持
が
続
き
、
富
士
山
興
法
寺
か

ら
住
持
を
再
び
迎
え
る
こ
と
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

む
す
び
に
か
え
て

　〜
武
田
支
配
時
代
の
歴
史
的
意
義
〜

　
本
稿
で
は
快
印
以
前
の
東
泉
院
住
持
の
変
遷
を
検
討
し
た
。
そ
の
結
果
、
十
四
世
紀
の
頼

尊
や
十
六
世
紀
の
長
恵
・
頼
恵
・
頼
弁
と
い
う
村
山
修
験
の
系
譜
を
ひ
く
僧
侶
に
よ
っ
て
住

持
職
が
継
承
さ
れ
て
き
た
こ
と
、
一
方
で
武
田
氏
が
駿
河
を
支
配
し
て
い
た
一
時
期
に
は
、

久
能
寺
の
妙
楽
坊
が
住
持
で
あ
っ
た
が
、
近
世
住
持
帳
で
は
省
略
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
明
ら

か
に
な
っ
た
。
そ
の
変
遷
と
人
的
関
係
を
末
尾
に
ま
と
め
て
お
く
（
図
１
・
表
１
）。

　
十
六
世
紀
の
駿
河
国
で
は
戦
国
大
名
が
今
川
↓
武
田
↓
徳
川
↓
豊
臣
と
推
移
す
る
が
、
そ

れ
に
応
じ
て
、
駿
河
国
内
の
寺
社
は
各
大
名
か
ら
寺
領
安
堵
や
諸
役
免
除
の
文
書
を
獲
得
す

る
必
要
が
あ
っ
た
（
30
）
。
東
泉
院
も
ま
た
例
外
で
は
な
く
、
戦
国
大
名
の
交
替
と
い
う
政
治

情
勢
の
変
化
の
影
響
を
受
け
て
、
住
持
の
交
替
を
繰
り
返
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
最
後
に
、
東
泉
院
の
歴
史
に
お
け
る
武
田
支
配
時
代
の
歴
史
的
意
義
に
つ
い
て
私
見
を
述

べ
て
、
む
す
び
に
か
え
た
い
。

　
慶
長
五
年
、
頼
弁
は
東
泉
院
住
持
職
を
久
能
寺
智
勝
坊
の
快
印
に
売
却
す
る
。
こ
の
行
為

は
、
久
能
寺
の
立
場
か
ら
み
れ
ば
東
泉
院
の
買
得
で
あ
り
、
久
能
寺
側
の
何
ら
か
の
思
惑
が

あ
っ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
頼
弁
と
久
能
寺
に
所
属
す
る
快
印
の
間
で
東
泉
院
の
売

買
が
実
現
し
た
こ
と
は
、
決
し
て
偶
然
で
は
な
く
、
武
田
支
配
時
代
に
、
久
能
寺
妙
楽
坊
が

東
泉
院
住
持
を
務
め
た
先
例
を
意
識
し
た
う
え
で
の
行
為
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
　

　
久
能
寺
は
、
院
政
期
に
鳥
羽
天
皇
の
中
宮
待
賢
門
院
の
出
家
に
際
し
て
結
縁
書
写
さ
れ
た

法
華
経
十
九
巻
（
＝
「
国
宝
久
能
寺
経
」）
が
伝
わ
り
（
31
）
、
鎌
倉
期
に
は
京
都
東
福
寺
を

開
山
し
た
円
爾
を
輩
出
す
る
な
ど
、
十
二
世
紀
以
来
、
駿
河
国
内
で
も
屈
指
の
有
力
寺
院
で

あ
っ
た
。
そ
れ
ゆ
え
、東
泉
院
に
と
っ
て
、武
田
氏
の
介
入
に
よ
っ
て
久
能
寺
の
末
寺
と
な
っ

た
こ
と
は
、
十
七
世
紀
以
降
の
東
泉
院
の
歴
史
展
開
に
お
い
て
重
要
な
意
味
を
持
つ
。
な
ぜ



紀　要

月
二
十
八
日
ま
で
相
模
国
小
田
原
に
滞
在
し
、
翌
年
正
月
に
遠
江
国
浜
松
の
徳
川
家
康
の
も

と
へ
参
上
し
た
と
い
う
。
こ
こ
で
の
「
東
泉
院
」
と
は
、
同
史
料
上
に
今
川
氏
の
使
者
と
し

て
越
後
国
へ
赴
い
た
件
の
記
述
が
あ
り
、「
頼
恵
」
を
指
す
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
駿

河
国
の
戦
国
大
名
が
武
田
氏
か
ら
徳
川
氏
へ
と
交
替
し
た
の
を
契
機
に
、
頼
恵
は
徳
川
家
康

に
近
づ
き
、
天
正
十
三
年
（
一
五
八
五
）
に
は
東
泉
院
の
支
配
権
を
回
復
さ
せ
て
い
た
の
で

あ
る
。

（
５
）
頼
弁
＝
長
仁
・
大
納
言

　「〔
貞
享
二
年
（
一
六
八
五
）
以
前
〕
東
泉
院
由
緒
書
」
や
「
冨
士
五
社
惣
別
当
東
泉
院

代
々
住
持
帳
」
な
ど
の
近
世
住
持
帳
に
は
、
そ
の
時
期
は
記
さ
れ
て
い
な
い
も
の
の
、
頼
恵

が
息
子
の
「
大
納
言
」（
＝
頼
弁
）
に
住
持
職
を
譲
渡
し
た
と
す
る
記
述
が
あ
る
。
し
か
し
、

こ
れ
は
あ
く
ま
で
も
後
世
の
伝
承
で
あ
る
た
め
、
そ
の
内
容
を
鵜
呑
み
す
る
こ
と
は
で
き
な

い
。

　
一
方
で
、
同
時
代
史
料
上
で
の
頼
弁
の
初
見
は
、「〔
天
正
十
九
年
（
一
五
九
一
）〕
閏
正

月
二
日
稲
葉
重
執
書
状
」
で
あ
る
（
27
）
。
当
書
状
で
は
、
頼
恵
が
上
洛
し
豊
臣
秀
吉
と
謁
見

し
、以
前
の
よ
う
に
五
社
浅
間
社
領
が
安
堵
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
こ
と
を
「
東
泉
院
長
仁
」

（
＝
頼
弁
）
に
伝
え
て
い
る
。
天
正
十
九
年
当
時
、
頼
弁
が
東
泉
院
住
持
と
し
て
豊
臣
政
権

か
ら
確
実
に
認
識
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
当
文
書
で
注
目
す
べ
き
点
は
、
そ
の
前
年
の
天

正
十
八
年
（
一
五
九
〇
）
が
小
田
原
征
伐
に
よ
っ
て
北
条
氏
が
降
伏
し
、
豊
臣
秀
吉
が
全
国

統
一
を
達
成
し
た
年
に
あ
た
る
と
い
う
事
実
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
、
頼
恵
は
下
方
五
社
領
と

息
子
頼
弁
の
東
泉
院
住
持
の
立
場
を
安
定
的
に
確
保
す
る
た
め
に
、
当
時
の
政
治
動
向
を
巧

み
に
つ
か
み
、
全
国
統
一
が
実
現
し
た
時
期
に
上
洛
し
、
豊
臣
秀
吉
と
の
謁
見
を
実
現
さ
せ

た
の
で
あ
ろ
う
。

　
と
こ
ろ
が
、
慶
長
五
年
（
一
六
〇
〇
）
二
月
二
日
、
頼
弁
は
父
親
が
取
り
戻
し
た
「
東
泉

院
領
五
社
之
別
当
職
」（
＝
東
泉
院
住
持
職
）
を
久
能
寺
の
院
坊
の
一
つ
智
勝
坊
（
＝
快
印
）

に
「
八
木
（
＝
米
）
三
拾
壱
石
并
金
子
六
両
」
で
売
却
す
る
（
28
）
。
さ
ら
に
同
年
二
月
十
五

日
に
は
、
当
時
駿
河
国
を
支
配
し
て
い
た
豊
臣
系
大
名
中
村
一
氏
の
家
老
横
田
村
詮
か
ら
東

泉
院
領
百
九
十
石
の
支
配
を
安
堵
す
る
朱
印
状
が
智
勝
坊
宛
に
発
給
さ
れ
て
い
る
（
29
）
。
そ

れ
に
よ
り
、
武
田
支
配
時
代
の
妙
楽
坊
以
来
と
な
る
久
能
寺
出
身
の
東
泉
院
住
持
が
復
活
す

る
。
そ
し
て
、
そ
の
後
は
江
戸
期
か
ら
明
治
維
新
期
の
廃
寺
ま
で
、
駿
河
建
穂
寺
・
江
戸
神

田
橋
護
持
院
・
高
野
山
な
ど
の
有
力
な
真
言
寺
院
出
身
の
住
持
が
続
き
、
富
士
山
興
法
寺
か

ら
住
持
を
再
び
迎
え
る
こ
と
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

む
す
び
に
か
え
て

　〜
武
田
支
配
時
代
の
歴
史
的
意
義
〜

　
本
稿
で
は
快
印
以
前
の
東
泉
院
住
持
の
変
遷
を
検
討
し
た
。
そ
の
結
果
、
十
四
世
紀
の
頼

尊
や
十
六
世
紀
の
長
恵
・
頼
恵
・
頼
弁
と
い
う
村
山
修
験
の
系
譜
を
ひ
く
僧
侶
に
よ
っ
て
住

持
職
が
継
承
さ
れ
て
き
た
こ
と
、
一
方
で
武
田
氏
が
駿
河
を
支
配
し
て
い
た
一
時
期
に
は
、

久
能
寺
の
妙
楽
坊
が
住
持
で
あ
っ
た
が
、
近
世
住
持
帳
で
は
省
略
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
明
ら

か
に
な
っ
た
。
そ
の
変
遷
と
人
的
関
係
を
末
尾
に
ま
と
め
て
お
く
（
図
１
・
表
１
）。

　
十
六
世
紀
の
駿
河
国
で
は
戦
国
大
名
が
今
川
↓
武
田
↓
徳
川
↓
豊
臣
と
推
移
す
る
が
、
そ

れ
に
応
じ
て
、
駿
河
国
内
の
寺
社
は
各
大
名
か
ら
寺
領
安
堵
や
諸
役
免
除
の
文
書
を
獲
得
す

る
必
要
が
あ
っ
た
（
30
）
。
東
泉
院
も
ま
た
例
外
で
は
な
く
、
戦
国
大
名
の
交
替
と
い
う
政
治

情
勢
の
変
化
の
影
響
を
受
け
て
、
住
持
の
交
替
を
繰
り
返
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
最
後
に
、
東
泉
院
の
歴
史
に
お
け
る
武
田
支
配
時
代
の
歴
史
的
意
義
に
つ
い
て
私
見
を
述

べ
て
、
む
す
び
に
か
え
た
い
。

　
慶
長
五
年
、
頼
弁
は
東
泉
院
住
持
職
を
久
能
寺
智
勝
坊
の
快
印
に
売
却
す
る
。
こ
の
行
為

は
、
久
能
寺
の
立
場
か
ら
み
れ
ば
東
泉
院
の
買
得
で
あ
り
、
久
能
寺
側
の
何
ら
か
の
思
惑
が

あ
っ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
頼
弁
と
久
能
寺
に
所
属
す
る
快
印
の
間
で
東
泉
院
の
売

買
が
実
現
し
た
こ
と
は
、
決
し
て
偶
然
で
は
な
く
、
武
田
支
配
時
代
に
、
久
能
寺
妙
楽
坊
が

東
泉
院
住
持
を
務
め
た
先
例
を
意
識
し
た
う
え
で
の
行
為
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
　

　
久
能
寺
は
、
院
政
期
に
鳥
羽
天
皇
の
中
宮
待
賢
門
院
の
出
家
に
際
し
て
結
縁
書
写
さ
れ
た

法
華
経
十
九
巻
（
＝
「
国
宝
久
能
寺
経
」）
が
伝
わ
り
（
31
）
、
鎌
倉
期
に
は
京
都
東
福
寺
を

開
山
し
た
円
爾
を
輩
出
す
る
な
ど
、
十
二
世
紀
以
来
、
駿
河
国
内
で
も
屈
指
の
有
力
寺
院
で

あ
っ
た
。
そ
れ
ゆ
え
、東
泉
院
に
と
っ
て
、武
田
氏
の
介
入
に
よ
っ
て
久
能
寺
の
末
寺
と
な
っ

た
こ
と
は
、
十
七
世
紀
以
降
の
東
泉
院
の
歴
史
展
開
に
お
い
て
重
要
な
意
味
を
持
つ
。
な
ぜ



４-（2）快印以前の東泉院住持の変遷（山本）

な
ら
、
十
七
世
紀
以
前
ま
で
、
基
本
的
に
村
山
の
富
士
山
興
法
寺
出
身
者
の
間
で
継
承
し
て

き
た
東
泉
院
の
住
持
職
が
、
久
能
寺
出
身
の
快
印
以
降
に
は
、
駿
河
国
内
外
の
真
言
系
寺
院

出
身
の
僧
侶
が
就
任
す
る
よ
う
に
変
化
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
東
泉
院
が

久
能
寺
と
の
つ
な
が
り
を
梃
子
に
各
地
の
真
言
寺
院
と
の
結
び
つ
き
を
強
め
、
よ
り
上
位
の

立
場
に
あ
る
有
力
真
言
寺
院
か
ら
住
持
を
招
き
入
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る

と
思
わ
れ
る
。
十
七
世
紀
初
頭
、
東
泉
院
住
持
職
は
、
久
能
寺
出
身
の
快
印
の
就
任
を
契
機

に
、
中
央
の
有
力
な
真
言
寺
院
出
身
の
僧
侶
が
就
任
す
る
役
職
へ
と
格
上
げ
さ
れ
る
こ
と
に

な
っ
た
の
で
あ
る
。

　
十
四
世
紀
に
活
動
し
た
頼
尊
が
、
東
泉
院
と
須
津
八
幡
宮
別
当
多
門
坊
の
創
建
に
関
わ
っ

た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
本
来
、
東
泉
院
・
須
津
八
幡
宮
別
当
多
門
坊
は
と
も
に
村

山
修
験
の
拠
点
で
あ
っ
た
。
し
か
し
江
戸
期
の
歴
史
的
展
開
を
比
較
す
る
と
、
東
泉
院
の
隆

盛
ぶ
り
は
歴
然
と
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
差
異
が
生
じ
た
要
因
は
複
数
考
え
ら
れ
る
が
、

そ
の
一
因
と
し
て
東
泉
院
が
武
田
支
配
時
代
に
久
能
寺
の
末
寺
と
な
り
、
修
験
道
の
一
拠
点

か
ら
真
言
寺
院
へ
と
、
そ
の
性
格
が
転
化
し
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
以
上
の
こ

と
か
ら
、
武
田
支
配
時
代
の
約
十
四
年
間
は
、
東
泉
院
の
歴
史
全
体
の
な
か
で
は
僅
か
な
期

間
で
は
あ
る
も
の
の
、
後
年
の
東
泉
院
の
展
開
を
方
向
づ
け
た
と
い
う
点
で
、
東
泉
院
の
歴

史
上
、
極
め
て
重
要
な
画
期
と
な
る
時
期
と
し
て
評
価
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

時期区分 名前 別称 活動年代（西暦） 出身地 備考

創建期
金 － － － 開闢の祖、実在？
妙行 － － 中華 実在？

鎌倉期
頼尊 － 1317 ～ 1319カ 村山 富士山本宮浅間大社大宮司富士直時の従弟。 

村山三坊に所属・須津八幡宮別当多門坊の始祖。

今川支配期
長恵 先師東泉院長恵 － 村山カ 頼恵の師。
頼恵 雪山・大納言 1537 ～ 1571 村山 父親は村山大鏡坊頼秀。
（頼秀） － 1546 村山カ 別当代。頼恵の父大鏡坊頼秀と同一人物か否かは不明。

武田支配期
（快円） 久能寺院主 1570 ～ 1575 久能寺 今川方住持頼恵と並存。
妙楽坊 東泉院当住妙楽坊 久能寺

徳川支配期 頼恵 雪山・大納言 1582 ～ 1591 村山
豊臣支配期 頼弁 東泉院長仁・大納言 1591 ～ 1600 村山 頼恵の子。
江戸初期 快印 久能寺智勝坊 1600 ～ 1624 久能寺

※頼秀・快円は住持（別当）ではないが、史料から東泉院関係者として名前を確認できることから掲載。

　活動年代は史料上から確認できる年代。妙楽坊と徳川支配期の頼恵の間の空白期間は史料で確認できない時期である。

図１　快印以前の東泉院住持（別当）の

　　　変遷と関係図

表 1　快印以前の東泉院住持一覧

紀　要

（
静
岡
県
、
一
九
九
四
）
三
七
四
六
号
。
以
下
、『
静
岡
県
史
　
中
世
三
』
と
表
記
。
な
お
『
静
岡
県
史
』

で
は
当
文
書
の
宛
所
の
「
東
泉
院
」
を
久
能
寺
の
快
円
と
比
定
し
て
い
る
が
、
そ
れ
は
誤
り
で
あ
る
。

（
17
） 

酒
入
陽
子
「
懸
川
開
城
後
の
今
川
氏
真
に
つ
い
て
」（『
戦
国
史
研
究
』
第
三
九
号
、
二
〇
〇
〇
）。
前

田
利
久
「
後
北
条
氏
庇
護
下
の
今
川
氏
真
に
つ
い
て
」（『
地
方
史
静
岡
』
第
二
九
号
、
二
〇
〇
一
）。

（
18
） 

柳
沢
利
沙
「
一
六
世
紀
に
お
け
る
今
川
氏
の
動
向
に
つ
い
て
」（
東
京
学
芸
大
学
近
世
史
研
究
会
編
『
高

家
今
川
氏
の
知
行
所
支
配
〜
江
戸
周
辺
を
事
例
と
し
て
〜
』
名
著
出
版
、
二
〇
〇
二
）。

（
19
） 

武
田
氏
の
駿
河
侵
攻
に
つ
い
て
は
、『
静
岡
県
史
　
通
史
編
二
　
中
世
』（
静
岡
県
、
一
九
九
七
）
第

三
編
第
六
章
（
大
久
保
俊
昭
・
加
藤
秀
明
・
久
保
田
昌
希
・
前
田
利
久
氏
執
筆
）
を
参
照
。

（
20
） 『
静
岡
県
史
　
資
料
編
八
　
中
世
四
』（
静
岡
県
、
一
九
九
六
）
一
五
二
号
（
久
能
寺
文
書
）。
以
下
、

『
静
岡
県
史
　
中
世
四
』
と
表
記
。
久
能
寺
に
つ
い
て
は
、『
久
能
山
誌
』（
静
岡
市
、
二
〇
一
六
）
第

二
部
第
一
編
第
一
章
（
大
高
康
正
氏
執
筆
）
を
参
照
。

（
21
）『
静
岡
県
史
　
中
世
三
』
一
九
四
二
号
（
久
能
寺
文
書
）。

（
22
）『
古
文
書
①
』
翻
刻
編
中
世
Ａ
富
知
六
所
浅
間
神
社
文
書
十
三
号
。
東
泉
院
中
世
文
書
一
〇
号
。

（
23
）『
古
文
書
①
』
翻
刻
編
中
世
Ａ
富
知
六
所
浅
間
神
社
文
書
十
四
号
、
東
泉
院
中
世
文
書
十
一
号
。

（
24
）『
古
文
書
①
』
翻
刻
編
中
世
Ａ
東
泉
院
中
世
文
書
九
号
。

（
25
）
前
掲
註
７
『
古
文
書
①
』
本
編
中
世
解
説
（
前
田
利
久
氏
執
筆
）。

（
26
）『
静
岡
県
史
　
中
世
四
』
一
七
八
〇
号
（
葛
山
文
書
）。
前
掲
註
12
大
高
論
文
参
照
。

（
27
） 『
古
文
書
①
』
翻
刻
編
中
世
Ａ
富
知
六
所
浅
間
神
社
文
書
二
四
号
。『
古
文
書
②
』
目
録
編
Ａ
１-

三
号
。

菊
池
邦
彦
「
富
士
山
東
泉
院
朱
印
領
の
成
立
事
情
」（『
六
所
家
総
合
調
査
だ
よ
り
』
第
七
号
　
富
士

市
立
博
物
館
、
二
〇
一
〇
）、『
古
文
書
①
』
本
編
近
世
解
説
（
菊
池
邦
彦
氏
執
筆
）。

（
28
）『
古
文
書
①
』
翻
刻
編
近
世
Ｃ
近
世
初
期
文
書
二
五
号
、『
古
文
書
②
』
目
録
編
Ａ
１-

四
号
。

（
29
）『
古
文
書
①
』
翻
刻
編
中
世
Ａ
富
知
六
所
浅
間
神
社
文
書
二
六
号
。

（
30
） 

久
保
田
昌
希
「
戦
国
大
名
の
交
替
と
寺
社
―
今
川
か
ら
武
田
へ
―
」（『
戦
国
武
将
と
城
　
小
和
田
哲

男
先
生
古
稀
記
念
論
集
』
サ
ン
ラ
イ
ズ
出
版
、
二
〇
一
四
）。

（
31
）
前
掲
註
20
『
久
能
山
誌
』
第
二
部
第
一
編
第
二
章
（
湯
之
上
隆
氏
執
筆
）。

註（
１
） 『
六
所
家
総
合
調
査
報
告
書
　
古
文
書
①
』（
富
士
市
教
育
委
員
会
、
二
〇
一
四
）
以
下
、『
古
文
書
①
』

と
表
記
。
翻
刻
編
近
世
Ｂ
東
泉
院
歴
代
住
持
帳
十
七
・
十
九
・
二
二
号
。『
古
文
書
②
』
目
録
編
Ａ
１-

二
三
号
、
Ａ
１-

四
一
号
、
Ａ
１-

三
五
六
号
。

（
２
） 『
古
文
書
②
』
目
録
編
Ａ
１-

四
一
号
。

（
３
） 『
古
文
書
①
』
翻
刻
編
近
世
Ａ
東
泉
院
及
び
浅
間
神
社
の
由
緒
と
縁
起
八
号
。『
古
文
書
②
』
目
録
編

Ａ
１-

一
二
七
号
。

（
４
）『
古
文
書
①
』
翻
刻
編
富
士
山
縁
起
一
号
。

（
５
）
大
高
康
正
「
富
士
山
縁
起
の
世
界
」（『
富
士
山
信
仰
と
修
験
道
』
岩
田
書
院
、
二
〇
一
三
）。

（
６
） 

新
庄
道
雄
著
・
足
立
鍬
太
郎
修
訂
・
飯
塚
傳
太
郎
補
訂
『
修
訂
駿
河
国
新
風
土
記
　
下
巻
』（
国
書

刊
行
会
、
一
九
七
五
）、『
富
士
山
縁
起
の
世
界
―
赫
夜
姫
・
愛
鷹
・
犬
飼
―
』（
富
士
市
立
博
物
館
、

二
〇
一
〇
）。

（
７
） 

大
高
康
正
「
中
世
後
期
か
ら
近
世
初
期
に
お
け
る
東
泉
院
支
配
の
推
移
」（『
六
所
家
総
合
調
査
だ
よ
り
』

第
七
号
　
富
士
市
立
博
物
館
、
二
〇
一
〇
）、
湯
之
上
隆
「
六
所
家
旧
蔵
中
世
文
書
の
紹
介
」（『
六
所

家
総
合
調
査
だ
よ
り
』
第
九
号
　
富
士
市
立
博
物
館
、二
〇
一
一
）、『
古
文
書
①
』
本
編
中
世
解
説
（
前

田
利
久
氏
執
筆
）。

（
８
）『
古
文
書
①
』
翻
刻
編
中
世
Ａ
東
泉
院
中
世
文
書
三
号
。

（
９
）『
古
文
書
②
』
目
録
編
Ａ
１-

三
六
一
号
。

（
10
）『
古
文
書
①
』
翻
刻
編
中
世
Ａ
東
泉
院
中
世
文
書
六
号
。

（
11
）『
古
文
書
①
』
翻
刻
編
中
世
Ａ
富
知
六
所
浅
間
神
社
文
書
二
号
。

（
12
）
大
高
康
正
「
富
士
山
東
泉
院
の
歴
史
」（
前
掲
註
５
大
高
二
〇
一
三
所
収
）。

（
13
）
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
請
求
記
号
二
〇
七
五
―
六
六
四
。

（
14
） 

当
史
料
の
書
写
奥
書
に
は
、「
右
葛
山
系
譜
、
駿
河
国
富
士
郡
吉
原
町
葛
山
頼
善
本
、
明
治
廿
二
年
十

月
文
科
大
学
教
授
星
野
恒
採
訪
、
明
年
五
月
謄
写
了
、」
と
あ
る
。

（
15
）
前
掲
註
４
。

（
16
） 『
古
文
書
①
』翻
刻
編
中
世
Ａ
富
知
六
所
浅
間
神
社
文
書
十
一
号
。『
静
岡
県
史
　
資
料
編
七
　
中
世
三
』



紀　要

（
静
岡
県
、
一
九
九
四
）
三
七
四
六
号
。
以
下
、『
静
岡
県
史
　
中
世
三
』
と
表
記
。
な
お
『
静
岡
県
史
』

で
は
当
文
書
の
宛
所
の
「
東
泉
院
」
を
久
能
寺
の
快
円
と
比
定
し
て
い
る
が
、
そ
れ
は
誤
り
で
あ
る
。

（
17
） 

酒
入
陽
子
「
懸
川
開
城
後
の
今
川
氏
真
に
つ
い
て
」（『
戦
国
史
研
究
』
第
三
九
号
、
二
〇
〇
〇
）。
前

田
利
久
「
後
北
条
氏
庇
護
下
の
今
川
氏
真
に
つ
い
て
」（『
地
方
史
静
岡
』
第
二
九
号
、
二
〇
〇
一
）。

（
18
） 

柳
沢
利
沙
「
一
六
世
紀
に
お
け
る
今
川
氏
の
動
向
に
つ
い
て
」（
東
京
学
芸
大
学
近
世
史
研
究
会
編
『
高

家
今
川
氏
の
知
行
所
支
配
〜
江
戸
周
辺
を
事
例
と
し
て
〜
』
名
著
出
版
、
二
〇
〇
二
）。

（
19
） 

武
田
氏
の
駿
河
侵
攻
に
つ
い
て
は
、『
静
岡
県
史
　
通
史
編
二
　
中
世
』（
静
岡
県
、
一
九
九
七
）
第

三
編
第
六
章
（
大
久
保
俊
昭
・
加
藤
秀
明
・
久
保
田
昌
希
・
前
田
利
久
氏
執
筆
）
を
参
照
。

（
20
） 『
静
岡
県
史
　
資
料
編
八
　
中
世
四
』（
静
岡
県
、
一
九
九
六
）
一
五
二
号
（
久
能
寺
文
書
）。
以
下
、

『
静
岡
県
史
　
中
世
四
』
と
表
記
。
久
能
寺
に
つ
い
て
は
、『
久
能
山
誌
』（
静
岡
市
、
二
〇
一
六
）
第

二
部
第
一
編
第
一
章
（
大
高
康
正
氏
執
筆
）
を
参
照
。

（
21
）『
静
岡
県
史
　
中
世
三
』
一
九
四
二
号
（
久
能
寺
文
書
）。

（
22
）『
古
文
書
①
』
翻
刻
編
中
世
Ａ
富
知
六
所
浅
間
神
社
文
書
十
三
号
。
東
泉
院
中
世
文
書
一
〇
号
。

（
23
）『
古
文
書
①
』
翻
刻
編
中
世
Ａ
富
知
六
所
浅
間
神
社
文
書
十
四
号
、
東
泉
院
中
世
文
書
十
一
号
。

（
24
）『
古
文
書
①
』
翻
刻
編
中
世
Ａ
東
泉
院
中
世
文
書
九
号
。

（
25
）
前
掲
註
７
『
古
文
書
①
』
本
編
中
世
解
説
（
前
田
利
久
氏
執
筆
）。

（
26
）『
静
岡
県
史
　
中
世
四
』
一
七
八
〇
号
（
葛
山
文
書
）。
前
掲
註
12
大
高
論
文
参
照
。

（
27
） 『
古
文
書
①
』
翻
刻
編
中
世
Ａ
富
知
六
所
浅
間
神
社
文
書
二
四
号
。『
古
文
書
②
』
目
録
編
Ａ
１-

三
号
。

菊
池
邦
彦
「
富
士
山
東
泉
院
朱
印
領
の
成
立
事
情
」（『
六
所
家
総
合
調
査
だ
よ
り
』
第
七
号
　
富
士

市
立
博
物
館
、
二
〇
一
〇
）、『
古
文
書
①
』
本
編
近
世
解
説
（
菊
池
邦
彦
氏
執
筆
）。

（
28
）『
古
文
書
①
』
翻
刻
編
近
世
Ｃ
近
世
初
期
文
書
二
五
号
、『
古
文
書
②
』
目
録
編
Ａ
１-

四
号
。

（
29
）『
古
文
書
①
』
翻
刻
編
中
世
Ａ
富
知
六
所
浅
間
神
社
文
書
二
六
号
。

（
30
） 

久
保
田
昌
希
「
戦
国
大
名
の
交
替
と
寺
社
―
今
川
か
ら
武
田
へ
―
」（『
戦
国
武
将
と
城
　
小
和
田
哲

男
先
生
古
稀
記
念
論
集
』
サ
ン
ラ
イ
ズ
出
版
、
二
〇
一
四
）。

（
31
）
前
掲
註
20
『
久
能
山
誌
』
第
二
部
第
一
編
第
二
章
（
湯
之
上
隆
氏
執
筆
）。

註（
１
） 『
六
所
家
総
合
調
査
報
告
書
　
古
文
書
①
』（
富
士
市
教
育
委
員
会
、
二
〇
一
四
）
以
下
、『
古
文
書
①
』

と
表
記
。
翻
刻
編
近
世
Ｂ
東
泉
院
歴
代
住
持
帳
十
七
・
十
九
・
二
二
号
。『
古
文
書
②
』
目
録
編
Ａ
１-

二
三
号
、
Ａ
１-

四
一
号
、
Ａ
１-

三
五
六
号
。

（
２
） 『
古
文
書
②
』
目
録
編
Ａ
１-

四
一
号
。

（
３
） 『
古
文
書
①
』
翻
刻
編
近
世
Ａ
東
泉
院
及
び
浅
間
神
社
の
由
緒
と
縁
起
八
号
。『
古
文
書
②
』
目
録
編

Ａ
１-

一
二
七
号
。

（
４
）『
古
文
書
①
』
翻
刻
編
富
士
山
縁
起
一
号
。

（
５
）
大
高
康
正
「
富
士
山
縁
起
の
世
界
」（『
富
士
山
信
仰
と
修
験
道
』
岩
田
書
院
、
二
〇
一
三
）。

（
６
） 

新
庄
道
雄
著
・
足
立
鍬
太
郎
修
訂
・
飯
塚
傳
太
郎
補
訂
『
修
訂
駿
河
国
新
風
土
記
　
下
巻
』（
国
書

刊
行
会
、
一
九
七
五
）、『
富
士
山
縁
起
の
世
界
―
赫
夜
姫
・
愛
鷹
・
犬
飼
―
』（
富
士
市
立
博
物
館
、

二
〇
一
〇
）。

（
７
） 

大
高
康
正
「
中
世
後
期
か
ら
近
世
初
期
に
お
け
る
東
泉
院
支
配
の
推
移
」（『
六
所
家
総
合
調
査
だ
よ
り
』

第
七
号
　
富
士
市
立
博
物
館
、
二
〇
一
〇
）、
湯
之
上
隆
「
六
所
家
旧
蔵
中
世
文
書
の
紹
介
」（『
六
所

家
総
合
調
査
だ
よ
り
』
第
九
号
　
富
士
市
立
博
物
館
、二
〇
一
一
）、『
古
文
書
①
』
本
編
中
世
解
説
（
前

田
利
久
氏
執
筆
）。

（
８
）『
古
文
書
①
』
翻
刻
編
中
世
Ａ
東
泉
院
中
世
文
書
三
号
。

（
９
）『
古
文
書
②
』
目
録
編
Ａ
１-

三
六
一
号
。

（
10
）『
古
文
書
①
』
翻
刻
編
中
世
Ａ
東
泉
院
中
世
文
書
六
号
。

（
11
）『
古
文
書
①
』
翻
刻
編
中
世
Ａ
富
知
六
所
浅
間
神
社
文
書
二
号
。

（
12
）
大
高
康
正
「
富
士
山
東
泉
院
の
歴
史
」（
前
掲
註
５
大
高
二
〇
一
三
所
収
）。

（
13
）
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
請
求
記
号
二
〇
七
五
―
六
六
四
。

（
14
） 

当
史
料
の
書
写
奥
書
に
は
、「
右
葛
山
系
譜
、
駿
河
国
富
士
郡
吉
原
町
葛
山
頼
善
本
、
明
治
廿
二
年
十

月
文
科
大
学
教
授
星
野
恒
採
訪
、
明
年
五
月
謄
写
了
、」
と
あ
る
。

（
15
）
前
掲
註
４
。

（
16
） 『
古
文
書
①
』翻
刻
編
中
世
Ａ
富
知
六
所
浅
間
神
社
文
書
十
一
号
。『
静
岡
県
史
　
資
料
編
七
　
中
世
三
』
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